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CO2排出量抑制に向けて
ﾄﾖﾀ環境ﾁｬﾚﾝｼﾞ2050 2030ﾏｲﾙｽﾄｰﾝ

2050年 新車CO2  90%削減（2010年比）



お客様
様々なモビリティ関連企業

トヨタの車両電動化技術
研究機関

大学

ステークホルダーとの連携・協力

車両電動化技術のシステムサプライヤーとなり、電動車の普及に貢献



水素技術を利用した
商用車・社有車の活用

非常用電源として
車両を提供

使用済電池を補給電池や
定置用電池として再利用

車載用電池 商用車・フリート

BCP/レジリエンス エネルギー分散化

CO2フリー電力活用による
再エネの利用拡大・地域連携

電動車の活用事例
新たな社会要請に応えるため、様々な分野での取り組みを開始

VPP



開発
製造

リース

販売

中古車販売

電池リユース

電池
ﾘｻｲｸﾙ

査定
判別

周辺サービス
・充電サービス、保険など利便性/付加価値の向上

・補給部品、店舗/住宅での活用
⇒電池の使い切り、
再エネ利用の促進

・電池の
残存価値

・残価設定による顧客負担低減
・電池回収率の向上

・電池の残存価値を活かした
中古EVビジネスの確立

・希少資源
の回収

・ﾘｰｽﾞﾅﾌﾞﾙ
な価格
・高性能な
電池

電池性能を含めた商品力の向上をはじめ、販売から廃却までEVや電池の
付加価値を最大限活かす取り組みを、様々な分野のパートナーとともに推進

トヨタが考えるEVビジネスモデル



電池回収

再利用
(自動車以外)

再利用
（自動車）

資源
リサイクル

新品電池

残価値大
残価値中

残価値小

電池のまま再利用

資源として再利用

取り組み ①使用済み電池の再利用

できる限り電池のまま再利用したい 電池の残価値に応じて使い分け

選別



2018年9月北海道胆振東部地震
プリウスＰＨＶ プリウス

外部給電機能を活用したかき氷の提供 プリウス電源による携帯電話充電サービス

取り組み ②災害時における電動車の活用
2018年7月西日本豪雨



2018年9月北海道胆振東部地震 MIRAI

出典 ： 国交省北海道開発局 北海道水素地域づくりプラットフォーム 平成30年度 第1回会合資料

札幌市（市役所本庁舎）
約2,000人の方々に携帯電話充電
サービスを実施

室蘭市（サンライフ室蘭：自主避難所）
定置型給電器を介し照明、テレビ、携帯電話
充電の電源として、公用車MIRAIから給電

取り組み ②災害時における電動車の活用



電力供給の可能性

一般家庭など

避難所など

FCV
MIRAI 

FCバス
SORA

コンビニ・店舗など

携帯電話・家電など

プリウス
プリウスPHV

最大9kW
約235kWh

最大9kW 
約60kWh 

最大1.5kW

FCトラック



皆様と共同で取り組みたいこと

2. 被災後の初動活動を拡充

電気、水、通信

３. 避難所や仮設住宅の生活を充実
病院、オフィス、役所、店舗などの機能を
電動車両が担う

トイレ、キッチン、ベッド、風呂、洗濯機

1. 電動車の非常用電源機能を、地域組織へ認知拡大する活動



取り組み ③商用車：FCトラック



取り組み ③商用車：FCトラック

FC大型トラック
米 ﾛｽｱﾝｾﾞﾙｽ港で実証中

FC小型トラック
ｾﾌﾞﾝ-ｲﾚﾌﾞﾝ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ様とﾄﾖﾀで実証中

FC技術の活用で、貨物輸送のゼロエミッション化を目指す

他に、災害時に活用が期待されるFC小型ﾄﾗｯｸによる大容量電源車等も開発中



取り組み ③フリート：FCタクシー

市内を走るタクシーのゼロエミッション化による大気環境改善に貢献

FCタクシー
仏 パリ市内にMIRAIタクシーを導入



取り組み ④バーチャルパワープラント実証

発電に合わせ、リソースを統合制御し、需給をマッチング

不安定な再エネ発電
太陽光発電 風力発電 廃棄物発電

トヨタグループが持つエネルギーリソースを束ね、系統安定化に貢献



トヨタが目指す姿

ホームプラネット
地球規模でCO2排出量を抑制したい。
そのためには地球規模での電動車の普及拡大が必要。

電動車普及のためにはやるべきことがたくさんあります。
本協議会を通じ、より良い社会への貢献を視野に
思いを共有する多くの皆様とともに
強力に推進して参りたいと考えております。




